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事業名 事業課 事業箇所 事業期間
総事業費
（百万円）

事業量 評価結果

宇茂佐地区急傾斜地崩壊対策事業 海岸防災課 名護市宇茂佐 H28～H32 520

急傾斜地崩壊危険区域A≒2.0ha
吹付法枠工（200×200@1400） A =
9,550 ㎡、鉄筋挿入工
（D19L=4,5m） A = 4,670 ㎡

事業採択は
妥当である。
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伊江港港湾改修事業 港湾課
伊江村字川平地
先

H29～H33 1,800
波除堤 L=60m、消波工-1
L=260m、消波工-2 L=80m、岸壁（-
5.0m)改良 L=100m

事業採択は
妥当である。

うるま市喜仲地区急傾斜地崩壊対策
事業

海岸防災課
うるま市喜仲地
区

H29～H31 200

急傾斜地崩壊危険区域 A≒1.0ha
現場吹付法枠工（F300） A=4,665㎡
グラウンドアンカー工(D19,L=7.5m)
385本

事業採択は
妥当である。
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一般県道豊見城糸満線（名嘉地～兼
城）道路改築事業

道路街路課
豊見城市名嘉地
～糸満市兼城

H29～H36 10,500
道路改築
 L=4.5km、W=30.0m (４車線）

事業採択は
妥当である。

北大東港（西地区）港湾改修事業 港湾課
北大東村字港地
先

H29～H35 1,100

岸壁（-5.5m) L=100m、港湾施設用
地（2）A=2,626㎡、港湾施設用地
（2）A=263㎡、岸壁(-5.5m)船首尾
岸 L=10m、臨港道路(1)～(3)
L=224m

事業採択は
妥当である。
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（百万円）

事業量 評価結果

北中城村熱田（4・5・6)地区地すべり
対策事業

海岸防災課
北中城村熱田地
内

H29～H38 2,210

地すべり防止区域 A≒30.4ha
抑止工（抑止杭 N≒240本（杭長≒
20m）
鉄筋挿入工（法枠工） A=8,000㎡、
横ボーリング工　1式

事業採択は
妥当である。

中城村泊地区地すべり対策事業 海岸防災課 中城村泊地内 H29～H38 2,390

地すべり防止区域 A≒58ha
抑止工（抑止杭 N≒810本（杭長≒
10m）
横ボーリング工　1式

事業採択は
妥当である。

中城村当間（2・3・4)地区地すべり対
策事業

海岸防災課 中城村当間地内 H29～H38 2,160

地すべり防止区域 A≒28.7ha
抑止工（抑止杭 N≒190本（杭長≒
20m）
鉄筋挿入工（法枠工） A=21,000
㎡、横ボーリング工　1式

事業採択は
妥当である。

島袋地区急傾斜地崩壊対策事業 海岸防災課
北中城村島袋地
内

H29～H31 100
急傾斜地崩壊危険区域 A=0.6ha
補強鉄筋法面工、吹付工、かご枠
工、仮設工、各１式

事業採択は
妥当である。
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慶留間港港湾改修事業 港湾課
座間味村慶留間
島

H29～H31 100 波除堤 L=25m
事業採択は
妥当である。

水納港港湾改修事業 港湾課 水納港（本部町） H29～H31 880

波除堤（北） L=40m、波除堤（南）
L=95m、泊地(-2.0m) A=10,608㎡、
物揚場（-2.0m) L=114m、船揚場
L=15m、浮桟橋 1式

事業採択は
妥当である。
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